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第15図　第１主体部遺物出土状況実測図
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　また、礫床のある部分で中心より東側でも１組の銅芯金貼り耳鐶とガラス小玉などの装身具を検出
しことから、第二被葬者の副葬品と推定した。中央左壁側で小礫による礫敷が遺存していた空間から
もガラス小玉、緑泥片岩製管玉等の装身具を確認した。第三被葬者の副葬品と推定できることから、
追葬が２回行われたと推測する。
　第１主体部は奥壁側に２基の木棺が納められ、左立柱石北側に１基の木棺を納める際に土器類を右
立柱石付近に積み片付けを行ったと出土状況から想定することも可能であろう。

　　　２．第２主体部
　第２主体部は第１主体部より比較的良
好な状態で残る無袖式横穴式石室である。
石室の規模は、全長（現存）5.90ｍ、玄室
の最大幅は1.0ｍ、羨道部の最大幅は0.6ｍ
を測る。奥壁の高さ（現存）1.1ｍ、奥壁
幅0.9ｍ、左壁は全長3.3ｍ、壁高さ1.2ｍ、
右壁は3.4ｍ、壁高さ1.1ｍを測る規模であ
る。
　主軸方向はＮ-11°-Ｅを測り南南東を
向いて開口するが、第１主体部同様に玄
室からは太平洋を望むことはできない。
石室の構築方法は第１主体部と同様で、
墳丘築造時に石室も構築していく方法で
ある。根石のみ比較的大きい扁平な川原
石を横口積みしている。二段目から壁にかかる力を考慮し少し小ぶりな川原石を小口積みしている。
奥壁上部には天井石（0.50ｍ×0.65ｍ×0.35ｍ）１個が原位置に残り、天井石の架構構造が確認できた。
第２主体部は第１主体部より横幅が狭く小規模なため、天井石も大きなものは使用されていなかった。
天井にかかる天井石以外はすべて失われている。盗掘は受けていないと見られるが、天井石は持ち去
られ、天井部が失われてから玄室内に土が流入したと考えられる（遺存していた天井石直下では若干
の空間が確認できた）。床面に礫敷は無い。
　玄室と羨道の境には立柱石・框石などの施設は無い。羨道の壁は無く円礫は積まれていない。羨道
の床は玄室の床から連続し、南に向かい傾斜している。閉塞石などの封鎖施設も確認できなかった。
　立柱石付近の床面直上で副葬品が出土した。右壁側に須恵器坏身・坏蓋と鉄鏃が置かれ、左壁付近
には土師器坏身・脚付長頸壺・鉄鏃・𤭯・提瓶の順番で奥へ向けて並んでいる状況が確認された。葬
送儀礼で使用したままの原位置と考えられる。玄室中央付近左壁際で大刀、玄室奥の中心線より右壁
側で象眼装飾を鍔に施した大刀と２点１組の銅芯金貼りの耳環・丸玉・緑泥片岩製管玉・瑪瑙製勾玉・
ガラス小玉の装身具、奥壁付近西壁側よりガラス小玉・水晶製切子玉を確認した。武器類は大刀が２
口確認でき、床面に大刀片が散乱していた。
　耳鐶の位置から、被葬者を納めていた木棺は玄室中心線よりやや石壁側に置かれており、釘や鎹の
出土が無いことから、第１主体部同様に木組みによって造られたものと想定できる。そして、棺中に
１口の大刀と勾玉等の装身具が納められ、棺の蓋上にガラス小玉・水晶製切子玉の装身具と２口の大
刀が置かれていたのが、木棺の崩壊とともに東側へ転落して床面に散乱したとも推測できる。遺物の
散乱は追葬の痕跡では無いと考える。

第16図　第２主体部検出状況
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第17図　第２主体部遺構実測図１
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第18図　第２主体部遺構実測図２
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　第３章　まとめにかえて
　　
　調査の結果、団子塚古墳群Ｈ-1号墳は主体部を２基持つ「一墳丘複数横穴式石室墳」であることが
判明（２基の石室が平行して築かれ、規模が基本的に同形同大で、格差が存在しない「双室墳」では
ない）した。横穴式石室導入以前であれば複数の埋葬施設（主体部及び墳端埋葬）を一墳丘にもつこ
とは珍しいことではないが、追葬可能な横穴式石室の採用後には、一墳丘に一主体部の傾向が強くな
る。その中で、Ｈ-1号墳では第１主体部への追葬のみならず西側へ新たな埋葬施設（第２主体部）が
造られた。副葬品の検討から、最も新しい時期の須恵器が第１主体部より出土しており、第２主体部
築造・埋葬後、再び第１主体部へ追葬が行われていると推測する。それぞれの年代は遺物編報告書に
詳細を記述するが、『有玉古窯』（浜松市教委2004）の時期区分に従うと、第１主体部初葬は遠江Ⅲ期
後葉（TK209型式段階並行期）・第２主体部が遠江Ⅲ期末葉（TK217型式古段階並行期）・第１主体部
第１追葬も遠江Ⅲ期末葉（TK217型式古段階並行期）・第１主体部第２追葬で遠江Ⅳ期前葉（TK217
型式新段階並行期）という年代観を想定している。
　楠本哲夫氏の分類に従うと、一墳丘複数横穴式石室墳であるＨ-1号墳は「先行して存在する墳丘・
石室にいま一つの墳丘・石室を擦り寄せるように付加するもの」である「類型１」に相当する。また、
田中良之氏によると、６世紀前葉～中葉の以降の古墳被葬者の基本的な親族構造は、家長夫妻と家長
を継承しなかった子の二世代構成で、次世代の家長は基本的に新たに古墳を造営するのである。この
家長を継承しなかった子、つまり傍系親族は父である先代の家長の墓に追葬され、自らの墓を造営す
ることはしないという社会的理論があったとする（田中1995）。
　Ｈ-1号墳は第１主体部の第１被葬者の一墳丘一石室墳へ新たに石室と墳丘を加えており、両袖式石
室の第１主体部より無袖式石室の第２主体部が若干小規模ではある状況から、第２主体部の被葬者が
第１主体部第１被葬者の直系で、家長を継承しなかった人物と説明できよう。第１主体部の第２、３
被葬者は第１主体部第１被葬者直系で、家長を継承しなかったグループに属する人物で、あらたに家
を興すことができない家長の次子・三子とも見ることも可能であろう。
　団子塚古墳群は木棺直葬墳２基、横穴式木室墳７基、横穴式石室墳11基とともに竪穴式小石室１基、
横穴式土坑墓１基と、複数の埋葬施設の形態が調査によって確認されている。未調査であるがＢ・Ｄ
地区の古墳12基周辺で円礫が確認されていることから、横穴式石室墳である可能性が高い。また、昭
和20年代まではＨ地区付近に20基近く古墳が存在したという話があり、団子塚古墳群は50基を越える
大古墳群で、その多くは横穴式石室墳であったと考えられる。
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第19図　第２主体部遺物出土状況実測図
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　調査された横穴式石室墳を見ると、単葬のものも多いが、楠元分類の「類型１」「類型３」の両型
が確認されている。また、古墳群を時系列で見ると、木棺直葬墳のＣ-5号墳及びＣ-9号墳が６世紀前
半期（遠江Ⅲ期前葉・TK10型式段階並行期）横穴式木室墳のＣ-10・Ｄ-1・Ｄ-2・Ｇ-1・Ｇ-2・Ｇ-3・
Ｇ-4号墳が６世紀後半期（遠江Ⅲ期中葉・TK43型式段階並行期）、横穴式石室墳のＨ-1号墳第１主体
部第１被葬者が６世紀末期（遠江Ⅲ期後葉・TK209型式段階並行期）、Ｃ-2・Ｃ-3・Ｃ-6・Ｈ-1号墳
第２主体部・第１主体部第２被葬者が７世紀前（遠江Ⅲ期末葉・TK217型式古段階並行期）となり、
Ｃ-4・Ｃ-8号墳及びＣ-7号墳第１主体部Ｈ-1号墳第１主体部第３被葬者が７世紀中（遠江Ⅳ期前葉・
TK217型式新段階並行期）、Ｃ-7号墳第２主体部及びＣ-6号墳の小石室が７世紀後（第Ⅳ期後葉・
TK46型式段階並行期）、Ｃ-7号墳第３石室で７世紀末期（遠江Ⅳ期末葉・MT21型式段階並行期）の
築造となる。
　当古墳群で横穴式石室墳が築造され始めた６世紀後半期から８世紀前半期までの東遠江社会を古墳
から復原した鈴木一有氏の見解は、横穴墓が増加し横穴式石室墳が減ることと、その副葬品や規模か
ら大型横穴墓を上位とし横穴式石室墳が下位となる階層構造が見いだし、「中央政権との繋がりを示
す畿内系横穴式石室の有無は、在地首長層の勢力形成において副次的な要素」であるとする東遠江の
独自性があったことを指摘している（鈴木2001）。そのような背景を踏まえ、墳墓は被葬者の生前の
社会的階層を表現している考えると、Ｈ-1号墳の第１主体部は在地系の胴張形疑似両袖式石室で玄門
の両側に立柱石を立てて玄室と羨道を区別する形式であることから、遠江全域を支配する様な階層
（遠淡海国造クラス）の臣下（久努直・佐夜直クラス）に従う様な地位ではないかと推定してみたい。
　「県内の横穴式石室の特徴から分離できる地域圏は、律令制下の数郡程度にほぼ対応する。古墳時
代後期を通じて地域編成が進行し、律令制の地域区分に受け継がれていくのは当然の成り行きであろ
う」と鈴木一有氏が述べている（『静岡県の横穴式石室』2003）とおりであるが、団子塚古墳群のあ
る地域が律令期のどの郡に属していたか明らかとなっていない。団子塚古墳群の北側、現在の高南地
区である低地を挟んで北側には地蔵ヶ谷横穴群・堂下横穴群や金山横穴群が点在する地域がある。副
葬品でも横穴群側に優位性が見られ、掛之上地区に郡衙関係施設を生み出した集団と見られる。菅ヶ
谷横穴群の集団（久努直の系譜？）とともに、掛川市の山麓山横穴や宇洞ヶ谷横穴の集団（佐夜直か
素賀国造の系譜？）とともに佐益郡（後の佐野郡）を形成し、養老６年（722）に至って山名郡を独
立させている。団子塚古墳群の集団は後の時代の政治的地位は久努直の配下のような地位であったと
考えることができなくはない。

　最後に、芝田俊行氏をはじめとする和光商事株式会社の皆様は調査に対して理解を示して下さり、
様々なかたちでご協力いただいた。また、ワコーゴルフ株式会社及び日帰り天然温泉 遠州 和の湯、
温泉とらふぐ研究所の関係者の方々など、調査期間中にお世話になった皆様にあらためて感謝の意を
申し上げ、更なるご協力とご指導をお願いして結びとしたい。
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写 真 図 版





� 写真図版１

２．団子塚古墳群Ｈ-1号墳　第１・２主体部完掘状況（南より）

１．団子塚古墳群Ｈ-1号墳　遠景（東より）



３．団子塚古墳群Ｈ-1号墳調査前状況　遠景（南南西より）

４．団子塚古墳群Ｈ-1号墳調査前状況　近景（南南西より）

写真図版２



� 写真図版３

６．団子塚古墳群Ｈ-1号墳　第１・２主体部完掘状況（南より）

５．団子塚古墳群Ｈ-1号墳　第１・２主体部完掘状況（直上より）



７．第１主体部全景（南より）

８．第１主体部玄室床面状況（南東より）

写真図版４



� 写真図版５

10．第１主体部玄室南側・玄門状況（奥壁より）

９．第１主体部玄室・奥壁状況（羨道より）



11．第１主体部根石全景（南より）

12．第１・２主体部根石全景（西より）

写真図版６



� 写真図版７

14．第２主体部玄室・奥壁状況（羨道より）

13．第２主体部全景（南より）



15．第２主体部玄室南側・玄門状況（奥壁より）

16．第２主体部玄室床面状況（南東より）

写真図版８



� 写真図版９

18．団子塚古墳群Ｈ-1号墳墳丘断面（南より）

17．第２主体部根石全景（南より）



写真図版10

19．第１主体部　遺物出土状況１

20．第１主体部　遺物出土状況２

22．第１主体部　遺物出土状況４

24．第１主体部　遺物出土状況６ 25．第１主体部　遺物出土状況７

23．第１主体部　遺物出土状況５

21．第１主体部　遺物出土状況３



� 写真図版11

26．第２主体部　遺物出土状況１

30．第２主体部　遺物出土状況５

28．第２主体部　遺物出土状況３

31．第２主体部　遺物出土状況６

29．第２主体部　遺物出土状況４

32．第２主体部　遺物出土状況全景

27．第２主体部　遺物出土状況２
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